
個別店舗の取組

○人流計測デジタル化調査委託料　9,350千円
（目的）人流計測機器のコスト面やメリット等の検証及び各商店街の実情に合った効率的な人流計測機
　　　　　　器の導入に繋げるため、導入にあたって必要な調査を実施する
（委託内容）
　　１　初期導入経費、ランニングコスト、設置箇所、台数（複数の機器を比較検討）
　　２　期待される効果と活用事例（活用イメージ）
　　　　・商店街全体の来街者を増加させるための方策
　　　　・個店の収益増加策（売上増、コスト削減等）
　　３　県内他地域の商店街・個店や観光・公共交通など他分野への展開方策、展開イメージ（仮説）
　　４　他県における先行事例の収集

　デジタルデータを活用した商店街活性化の取組について R5.7.13　経営支援課

取組内容
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１　調査事業 ２　機器導入 ３　予測システム開発　 ４　実証実験

(県振連)先進地視察・データ活用勉強会の実施(R5～　年３回程度　※視察はR5のみ(２回実施予定))

アイデアソンの実施による
他分野への展開

・人流計測機器導入に
　必要な比較検討を実施

（調査内容）
　設置機器
　初期投資
　ランニング経費
　データの活用方法等

・高知県商店街振興組合
　連合会が実施する人流
　計測機器の導入を支援

・商店街の来街者予測
　システムを開発

・人流データと個店のデジタル
　データを組み合わせた需要
　予測等の実証実験の実施

データ活用モデル店舗
創出支援

優れたプランに対する
実行支援等

実証実験に対する
支援等

高知工科大学との
連携協議

・(R6.4～)工科大学新学群設置
・大学と連携した取組実施

（

〈イメージ〉

目指す姿
○デジタルデータを活用し商店街活性化を図るとともに、他地域・他分野へ横展開することで、　
　県経済の活性化へと繋げる。

デジタルデータ活用による商店街等活性化検討会（R4.9～）

・通行量調査のデジタル化のあり方(収集データの種類・仕様など)を検討
・高知工科大学（新学群関係者）や県内外の企業関係者の協力のもと、
　産学官民連携による地方商店街活性化モデルの確立を目指す。

R5の取組内容

R5 R6 R7以降

・新型コロナウイルス感染症の影響やデジタル技術の活用により、消費行動は通販での購入が大きく伸びるなど、社会経済は大きく　　
　変化。
・一方、県内におけるデジタル技術の活用はまだまだであり、経験と勘に頼った事業活動が多くの店舗でなされている。
・県内の小売店・商店街において変化する社会経済活動にしっかり対応していかなければ、高知のファーストゲイトとしての機能が低
　下していくことが懸念される。

現状・課題

・デジタル技術を活用した個別店舗の顧客満足度の向上を地域一帯で行うことによる中心市街地の活性化
（来街者（県外含む）とリピーターの増）
・デジタル技術とデータを活用する事業者の集積を図り、県内事業者によるデータ活用の先行モデルとしていくことで
本県のデジタル化を加速
・取組を通じて得られた知見の他地域(県内の商圏・店舗)への横展開や人流データの他分野での活用(交通・観
　光・行政)
　
※DXを見据えたデータ活用は、全国的には比較的規模の大きな企業で進められる中、規模の小さな商業者が集　
　団で取り組む＝高知らしいデジタル化と位置づけ進めていく。加えて、工科大新学群との連携の先行事例として
　も取り組んでいく

取組の方向性

商店街の取組

・天候
・イベント情報
・○○データ

関係データ

・天候
・イベント情報
・○○データ

関係データ人流データ
・時間帯、方向
・男女、年代　等 ・顧客、来店数

・POSデータ　等

個店データ人流データ
・時間帯、方向
・男女、年代　等

来週の月曜日の来店数は○○人、
メニューはオムライスが○○食・・・

需要予測システム

他分野への展開

防災

公共交通

観光

　人流データの提供

人流計測システム 予測システム

・来週日曜日
（○月△日）の
　Ａ商店街の来街者
　予測は●●●人です。

行政 など

・事例１
　　ターゲットとなる来街者に対応した
　情報発信、店作り、品揃え
・事例２
　　顧客の購入履歴などを蓄積・分析することに
　よる、顧客満足度を高める提案の実行
・事例３
　　顧客の好みの分析などによる在庫管理の徹底
・事例４
　　経理事務の効率化による経費の削減や
　接客時間の拡充

強みを最大限活かす取組の実施

店舗の強み=リアル
 …実際に手に取れる、試食できる、
　　試着できることに加え、コミュニケーション
　　(会話・提案)が最大の強み。

来街者を増やすための取組の実施
・事例１
　　集客イベントが、ターゲットとマッチしているか
　集客したいターゲット層に届いているかを検証・
　改善
・事例２
　　来街者の年代・性別等の状況を把握・分
　析することで、各店舗のターゲット層とズレが
　ないかや、ターゲット層に応じた集客イベント
　の検討・実施 

・事例３
　　空き店舗出店希望者へ月、曜日、時間
　帯毎の人流データ(年代、性別等)を提供し、
　経営計画の策定に活用、早期開業を促す

・事例４
　　人流データの利用を商店街組合加入の
　メリットとして組合へ勧誘し、組合員の
　加入率向上・組合の体質強化に取り組む

得られた成果を
県内他地域に
応用・展開！

例）
　イベント時の臨時便の
最適化や駐車場利用の
効率化など検討

店舗独自データと掛け合わせて、
来店客予測を精緻化

365日計測

資料１


